






























はり「ヤンキース」としている。長音に続けて同じく「ス」で終わるチーム名は、ほかにタイガース、ドジャースがある。一方で、同じ型なのに「ズ」で終わるロッキーズ、ブルワーズ、フィリーズ、マリナー 、レンジャーズの五チームがある。この違いは何による だろうか。特に、「ヤンキース」と「ロッキーズ」はともに五拍語であるうえに、特殊拍の撥音「ン」 ・促音「ッ」がそれぞれ第二拍










































































設立された会社名は「日本ゼネラルモータ ス」であった。日本の会社名は、語末が「ス」とされたのである。そのことに触発さ て、 『職業別電話番号簿』の岐阜市版（2018.12 ）
で「自動車販売」の部分を調べてみた。そこに











































































































避し、昭和十二年以来 「イーグルス」も、 「グ」と「ズ」が共存することを忌避した だ、と解釈することが きる。阪急球団については、 「ブレーブ」の二つの「ブ」はいかんともしがたいが、そこにさらに「ズ を加えて濁音拍の続くこ は けかったに違いない。 「ブス」のままに残ったのは無理もないと言えよう。
日本語の音韻構造の傾向による呼び方がメジャーリーグ































の違いがあって、言語観や文体意識の知られることがある。記者は自社や新聞協会の方針によって書くことが多いだろうが、依頼原稿の筆者はそ ようなことに余り配慮ないに違いない。だが、今回の速水さんの文章はそ とも違う。対象作品は「ジーヴズの事件簿 なの 、この主人公の名を一貫して「ジーヴス」と書いているのである。
この違いは、日本で多く流通している二つの翻訳書の表








































めに掲げた俳句に「ガウディの城」とある は、 「ガウディの塔」の誤りでした。作者 佐川氏と読者諸氏 、心
からお詫びして訂正いたします。
